
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2018年11月29日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

FTSE世界国債指数の推移
（期間：2018年11月29日～2019年12月20日）

▲0.87

2.67% 4.14%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/201912_outlook.pdf
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FTSE世界国債インデックス

除く日本、円ベース(騰落率）
469.66 ▲0.54% 0.35%

10年国債利回り（米国、％）

（変動幅）
1.91 0.09 0.18 ▲0.09

情報提供資料
外国債券見通し

2019年12月23日

マーケットの動き（2019年12月16日～12月20日） 主要国国債利回りの推移
（期間：2018年11月29日～2019年12月20日）

米国・ドイツ国債市場の金利は前週末比で上昇しました（債券価格は下落）。

米中貿易協議に関しての目新しい材料はなく、英国ジョンソン首相によるEU（欧州

連合）離脱期限の延長申請をしないとの発言を受け金利が低下する局面もありました

が、株価が堅調に推移したことなどから、米国10年国債利回りは前週末比で上昇しま

した。

投資環境見通し（2019年12月）

米国、欧州ともに長期金利は上昇に向かう

米国：当面は、米中貿易協議の進展や経済指標が材料視されると考えられます。米中

貿易協議については、引き続き両国からの報道内容に反応する展開が続くとみていま

す。ただし、米中貿易協議「第一段階」合意に向けて進展するとみられることから、

長期金利は上昇に向かうとみています。

欧州：ユーロ圏固有の材料に乏しい状況下、当面は米中貿易協議や英国総選挙を巡る

報道内容に反応しつつ、ドイツ長期金利は上昇に向かうとみています。

変動幅（騰落率）
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米国、欧州ともに長期金利は上昇に向かう

• 米国：当面は、米中貿易協議の進展や経済指標が材料視されると考えられます。米中貿易協議に

ついては、引き続き両国からの報道内容に反応する展開が続くとみています。ただし、米中貿易協議

「第一段階」合意に向けて進展するとみられることから、長期金利は上昇に向かうとみています。

• 欧州：ユーロ圏固有の材料に乏しい状況下、当面は米中貿易協議や英国総選挙を巡る報道内容

に反応しつつ、ドイツ長期金利は上昇に向かうとみています。


